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こ
の
た
び
、
令
和
元
年

の
初
議
会
と
な
る
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
議
長
と
い
う

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

改
め
て
職
責
の
重
さ
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。
複
雑
で
多
様
化

す
る
社
会
と
住
民
皆
様
方

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う

執
行
機
関
と
議
会
が
両
輪

と
な
っ
て
王
寺
町
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
、
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
職
責
を
全
う
す
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
副
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
し

た
。
議
会
副
議
長
と
い
う

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
中
川

議
長
の
も
と
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
町
政
発
展
を
め

ざ
し
、
議
会
の
円
滑
な
運

営
が
な
さ
れ
る
よ
う
課
せ

ら
れ
た
職
務
に
誠
心
誠
意

取
り
組
み
住
民
皆
様
の

信
託
に
応
え
る
べ
く
そ
の

責
務
を
は
た
せ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い

ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
　
長

中
川
　
義
弘

副
議
長

沖
　
優
子

就
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

第 2 回臨時会を開会
議長に中川義弘氏、副議長に沖優子氏を選出

第 2 回臨時会を 5 月 9 日に開会し、正副議長、各委員会委員などを選任・選出しました。

　

こ
の
度
、
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、

１
期
１
年
間
、
議
長
と
い
う

重
責
を
全
う
で
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
心
よ
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

前
議
長

  

鎌
倉 

文
枝

第 2 回臨時会の議案と審議結果
〇王寺町議会議長の選挙について
〇王寺町議会副議長の選挙について
〇王寺町議会常任委員会の委員の選任について
〇王寺町議会運営委員会の委員の選任について
〇王寺町監査委員の選任について
〇香芝・王寺環境施設組合議会の議員の選出について
〇静香苑環境施設組合の議員の選挙について
〇王寺町消防委員会の委員の選出について
〇王寺町の国民健康保険事業の運営に関する協議会
　の委員の選出について
〇王寺町都市計画審議会の委員の選任について
〇王寺町営住宅入居者選考委員会の委員の選出について
〇王寺町滞納考査委員会の委員の選任について
〇王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
　基準を定める条例の一部を改正する条例について
〇王寺町及び平群町における西和地域の広域連携に
　係る連携協約の締結に関する協議について
〇王寺町及び三郷町における西和地域の広域連携に
　係る連携協約の締結に関する協議について
〇斑鳩町及び王寺町における西和地域の広域連携に係る
　連携協約の締結に関する協議について
〇上牧町及び王寺町における西和地域の広域連携に係る
　連携協約の締結に関する協議について

原案選出
原案選任

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案選任
原案選出

原案選出
指名推選
原案選出
原案選任
原案選任
原案選任
投票選挙
投票選挙

と
も
町
政
の
発
展
並
び
に

住
民
の
福
祉
の
向
上
を
め
ざ

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
退

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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議会運営委員会

香芝・王寺環境施設組合議会

静香苑環境施設組合議会

国民健康保険事業の運営に関する協議会

社会教育委員兼公民館運営審議会

町営住宅入居者選考委員会

委 員 長
副委員長
委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

議 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

議 員
　 〃 　

委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

委 　 員
　 〃 　

委 　 員
　 〃 　

鎌 倉 　 文 枝
幡 野 　 美 智 子
玉 守 　 数 叔
若 林 　 か ず み
坂 下 　 早 苗
北 村 　 達 夫

中 川 　 義 弘
北 村 　 達 夫
鎌 倉 　 文 枝
幡 野 　 美 智 子

中 川 　 義 弘
小 山 　 郁 子

坂 下 　 早 苗
大 久 保 　 一 敏
松岡　まさゆき
幡 野 　 美 智 子

若 林 　 か ず み
沖 　 優 子

松岡　まさゆき
幡 野 　 美 智 子

各委員会などの委員決まる！
常任・議会運営委員などを選任・選出

総務文教常任委員会くらし環境常任委員会

議会広報編集委員会

総合計画審議会

社会福祉協議会

空家等対策協議会

スポーツ推進審議会

人権推進協議会

地域ぐるみ児童生徒
健全育成推進協議会

監査委員

都市計画審議会

消防委員会

滞納考査委員会

委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

委 員 長
委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

委 員 長
委 　 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

委 員
　 〃 　

評 議 員

委 員

委 員

委 員
　 〃 　

委 員
　 〃 　

委 員

若 林 　 か ず み
北 村 　 達 夫
小 山 　 郁 子
楠 本 　 勝

玉 守 　 数 叔
坂 下 　 早 苗
北 村 　 達 夫
大 久 保 　 一 敏
楠 本 　 勝

幡 野 　 美 智 子
坂 下 　 早 苗
大 久 保 　 一 敏
松岡　まさゆき
楠 本 　 勝

沖 　 優 子
玉 守 　 数 叔
若 林 　 か ず み
北 村 　 達 夫
小 山 　 郁 子
鎌 倉 　 文 枝

中 川 　 義 弘
北 村 　 達 夫

沖 　 優 子

小 山 　 郁 子

玉 守 　 数 叔

大 久 保 　 一 敏
楠 本 　 勝

松岡　まさゆき
楠 本 　 勝

鎌 倉 　 文 枝

委員
沖　優子

委員
大久保 一敏

委員
幡野 美智子

委員
鎌倉 文枝

副委員長
坂下 早苗

委員長
北村 達夫

委員
松岡まさゆき

委員長
小山 郁子

副委員長
若林 かずみ

委員
玉守 数叔

委員
楠本　勝

※委員長、副委員長を除く各委員は議席順
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本会議トピックス

【第１回（３月）定例会】
会　期　３月１日～１４日（１４日間）

平成３１年度の各会計当初予算や条例制定及び条例の一部改正、
当初予算審査特別委員会の設置・委員の選任、契約議決、請願書、
意見書など計２６議案を審議

　

人
権
擁
護
委
員
６
人
の

う
ち
１
人
の
委
員
の
任
期

が
平
成
31
年
６
月
30
日
で

満
了
と
な
る
た
め
、
上
田

正
晴
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
す
る
も
の
。

【
任
期
】

平
成
31
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
34
年
６
月
30
日
ま
で

　

泉
の
広
場
公
民
館
、
泉

の
広
場
体
育
館
及
び
泉
の

広
場
町
営
プ
ー
ル
の
廃
止

に
伴
う
施
設
の
解
体
工

事
。
入
札
の
結
果
、
株
式

会
社　

中
川
組
が
落
札

し
、
１
億
４
千
９
０
４
万

円
（
消
費
税
含
む
）
で
契

約
す
る
も
の

　

本
町
４
丁
目
地
内
の
２

路
線
を
道
路
法
第
８
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
認

定
す
る
も
の

【
認
定
路
線
名
】

〇
池
ノ
原
東
11
号
線

〇
池
ノ
原
東
12
号
線

３
月
５
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
平
成
30
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

○
王
寺
町
教
育
に
関
す
る

事
務
の
職
務
権
限
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

〇
王
寺
町
部
等
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

平
成
31
年
度
の
各
会
計

当
初
予
算
を
審
査
す
る
も

の
。
尚
、
委
員
は
議
長
を

除
く
全
議
員
が
委
員
に
選

任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

【
全
会
一
致　

同
意
】

泉
の
広
場
公
民
館
・
体

育
館
・
町
営
プ
ー
ル
解

体
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

【
全
会
一
致　

可
決
】

提
出
者　

小
山　

郁
子

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

【
起
立
少
数　

否
決
】

平
成
31
年
度
王
寺
町

当
初
予
算
審
査
特
別

委
員
会
の
設
置
・
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

【
全
会
一
致　

可
決
】

王
寺
町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

【
全
会
一
致　

可
決
】

特
別
委
員
会
設
置

即
決
事
項

契
約
議
決

意

見

書

3月
定例会

本
会
議（
３
月
１
日
）

本
会
議（
３
月
14
日
）

委
員
会
付
託

助
成
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
○
王
寺
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
王
寺
町
水
道
法
施
行
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

３
月
７
日

平
成
31
年
度
当
初
予
算

審
査
特
別
委
員
会

○
平
成
31
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
○
平
成
31
年
度
王
寺
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
31
年
度
王
寺
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
31
年
度
王
寺
町

下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

○
平
成
31
年
度
王
寺
町

介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

○
平
成
31
年
度
王
寺
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

例
に
つ
い
て

○
王
寺
町
公
民
館
条
例

及
び
王
寺
町
公
民
館
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
義
務
教
育
学
校
に
関
す

る
請
願
書
に
つ
い
て

３
月
６
日

く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会

○
平
成
30
年
度
王
寺
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
王
寺
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
王
寺
町

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

○
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
王
寺
町
附
属
機
関
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
王
寺
町
子
ど
も
医
療
費
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本会議での採決結果（３月１日・１４日）

議　　案　　名 結　果

北
村　

達
夫

嶋
内　

晴
三

小
山　

郁
子

大
久
保
一
敏

伊
藤　

隆
明

沖　
　

優
子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

中
川　

義
弘

楠
本　
　

勝

幡
野
美
智
子

西
本　

集
一

平成３１年度王寺町一般会計予算について 原案可決 ○○●○○○○○○●○
平成３１年度王寺町国民健康保険特別会計予算について 原案可決 ○○●○○○○○○●○
平成３１年度王寺町後期高齢者医療特別会
計予算について 原案可決 ○○●○○○○○○●○

平成３１年度王寺町介護保険特別会計予算について 原案可決 ○○●○○○○○○●○
平成３１年度王寺町水道事業会計予算について 原案可決 ○○●○○○○○○●○
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例について 原案可決 ○○●○○○○○○●○

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について 原案可決 ○○●○○○○○○●○

義務教育学校に関する請願書について 原案不採択 ●●○●●●●●●○●
７５歳以上の医療費窓口負担２割化を行わな
いことを求める意見書について 原案否決 ●●○●●●●●●○●

　高齢者の多くは年間所得 100 万円未満であり、厳しい生活状況である。政府は今年１０月から消費税１０％に引
き上げを進めている。高齢者の厳しい実態に追い討ちをかける７５歳以上の医療自己負担２割化は、高齢者の生活
と健康に大きな影響を及ぼす。国が７５歳以上の医療費の窓口負担２割化をしないよう強く求める。

７５歳以上の医療費窓口負担２割化を行わないことを求める意見書【要約】

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）
全会一致を除く

　他律的な業務について明記すべきであり、他律的業
務の比重の高い部署の時間外勤務命令の上限が1ヶ月
100 時間未満は、過労死ラインを越える設定である。

　今後も医療費が増大する中でこれ以上の負担を現役
世代や将来世代に強いるのは世代間として不均衡で 75
歳以上の医療費窓口負担２割化は給付と負担のバラン
スから避けられない状況である。

　今回の改正は前年度より2.4％の引き上げとなっており、
引き上げにならないように住民の防波堤となるのが自治体
の役割。自治体独自の軽減策で一般会計からの繰り入
れを行い高すぎる保険税の引き下げをすべきである。

　王寺町の教育方針として「教育のまち王寺」実現にむけ、
議会においても同意している事業を計画的に進められてい
る。すでに多くの方が理解され、一日も早い開校を望んでお
られる方も少なくない。計画どおり着実に事業を進めるべき。

　地方公務員法で、職員の勤務時間等の勤務条件を
定めるにあたっては国家公務員との均衡を失しないよう
に考慮する必要があり、国家公務員の改正に準拠した
内容で改正しており、民間における「働き方改革」の趣
旨や内容に沿うものである。

　窓口負担の2割化は、国の貧しい政策と言わなけれ
ばならない。高齢者の生活と健康に大きな影響を及ぼ
す医療費窓口負担 2割化を行わないことを求め、意見
書に賛成する。

　奈良県が示す 2024 年度の保険税水準の統一化に
向けた「保険料方針のもと、保険税の上昇が避けられ
ない中、町独自の激変緩和措置を実施するなど被保険
者にとって急激な負担にならないように改正されている。

　進められている義務教育学校は、文科省が課題ありと
する過大規模校にわざわざしていくもの。学校の統廃合
は長年培われた地域コミュニティを壊す。総工費100 億
円以上の学校建設は、総合的見地から見直すべきである。

幡野　議員

大久保　議員

小山　議員

大久保　議員

楠本　議員

幡野　議員

西本　議員

幡野　議員

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例について

７５歳以上の医療費窓口負担２割化を行わな
いことを求める意見書について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について

義務教育学校に関する請願書について
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委員会 のうごき

平成３１年度会計別予算額

水道事業会計予算額

平
成
31
年
度

各
会
計
予
算
を
審
査

当
初
予
算
審
査

　医療環境が地域により異なるのに
県内どこに住んでも保険税水準が同
じというのは公平ではない。世帯の人
が多いほど高くなる均等割を廃止する
必要があり、支払能力を超える高すぎ
る保険税の引き下げを求めて反対とす
る。

　義務教育学校建設に伴う予算が計上さ
れている。義務教育学校（北）は開校時
にはマンモス校になり文科省も様 な々課題
があるとされている。建設用地は、以前、
土石流、急傾斜地崩壊警戒区域に指定さ
れており、未来ある子どもをそのような場所
に通わせて良いのか、よって反対する。

　年金収入しかない高齢者には、保
険料は大変重い負担であり、２年に
１回の保険料見直しは毎回値上げと
なっている。高齢化を財政の負荷とみ
なすシステムを見直し社会福祉充実
の観点を取り戻すべきである。

　第２期データヘルス計画に基づく健
康増進につながる予算。歳入は、県
内保険税水準の統一化に向けたもの
であり、被保険者の急激な負担にな
らない町独自の激変緩和措置が行わ
れている。

　将来にわたって活力ある社会を維持して
いくため、４つの政策からなる「人とまちが
きらめくやわらぎのふるさとづくり」の実現に
向けて現状の課題と真摯にむきあった政
策が計上され、町の未来を熟孝した、住
民の声を幅広く反映された予算である。

　被保険者の健康保持増進と医療
費の適正化を目指して生活習慣病
の早期発見に有効な健康診査や人
間ドック健診費用の一部助成も含ま
れた予算である。

幡野　議員 小山　議員幡野　議員

大久保　議員 北村　議員中川　議員

反対討論 反対討論反対討論

賛成討論 賛成討論賛成討論

国民健康保険特別会計予算 一般会計予算後期高齢者医療特別会計予算

区　　　分 予　算　額

一　　　般　　　会　　　計 93億500万円

特　　　別　　　会　　　計

国民健康保険特別会計 23億4千400万円

後期高齢者医療特別会計 3億7千100万円

下水道事業特別会計 8億4千095万8千円

介 護 保 険 特 別 会 計 20億2千857万円

収 益 的
収 　 入 6億2千206万7千円

支 　 出   6億1千835万3千円

資 本 的
収 　 入 7千729万4千円

支 　 出 3億3千873万3千円

審 査 結 果

挙手多数で可決

挙手多数で可決

挙手多数で可決

全会一致で可決

挙手多数で可決

挙手多数で可決

➡
➡

➡
➡
➡
➡

➡

当初予算審査特別委員会委員
〇委員長　嶋内　晴三
〇副委員長　沖　優子
〇委員　議長を除く全議員

原案可決！！500 万円を
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　保険料段階が 17 段階に設定さ
れているが、低所得者の負担割合
は高く、改善を求める。また、国が
自治体の取組状況により配分する
保険者機能強化推進交付金や生活
援助の制限をかける給付抑制があ
り、反対である。

　過去からの高い料金により経営
状態は極めて安定している。新設
加入金は営業収益に計上し、利益
剰余金として必要な時の補填財源
として確保されるべき。水道広域
化は地域の実情に即したものでな
い。

　高齢者見守り体制の重層化を目
的にＱＲコードを利用した「高齢者
見守り事業」等の必要なサービス
を提供し、保険者の機能を強化す
る予算が計上されている。

　地域の現状に見合った料金体系
による収入の範囲内で必要な事業
を実施している。新設加入金は資
本的収入として老朽管更新計画に
基づく管路更新や施設設備の財源
となっている。

幡野　議員小山　議員

西本　議員楠本　議員

反対討論反対討論

賛成討論賛成討論

介護保険特別会計予算水道事業会計予算について

一般会計
平成31年度 93億当初予算

■
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
み

・
地
域
防
災
計
画
等
の
策
定　

・
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
た
め
池
点
検
の
実
施

・（
仮
称
）
久
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 （
消
防
団
第
１
分
団
屯
所
）
整
備
事
業

■
防
犯
・
安
全
へ
の
取
組
み

・
イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策
補
助

・
久
度
大
橋
修
繕
・
耐
震
補
強
設
計
業
務

な
ど

■
健
康
へ
の
取
組
み

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

■
福
祉
へ
の
取
組
み

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
高
齢
者
見
守
り
事
業

・
や
わ
ら
ぎ
安
心
（
戸
別
）
収
集

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

・
敬
老
会
事
業
の
充
実
（
地
区
別
に
１
日
２
回
開
催
）

■
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

・
王
寺
東
公
園
整
備
事
業

・
バ
ス
停
留
所
上
屋
設
置
検
討
事
業

■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
へ
の
取
組
み

・
王
寺
ア
リ
ー
ナ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

改
修
事
業

■
文
化
財
の
保
護
・
継
承
へ
の
取
組
み

・「
片
岡
山
の
ほ
と
り
」
レ
プ
リ
カ
製
作
事
業

な
ど

■
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
取
組
み

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

・
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

・
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
の
実
施

・
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
病
児
保
育
事
業

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
風
し
ん
予
防
接
種
の
実
施

・
産
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
ケ
ア
事
業

■
子
ど
も
の
教
育
へ
の
取
組
み

・
学
校
図
書
館
雪
丸
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
業

・
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
機
器
更
新
事
業

・
中
学
校
部
活
指
導
員
配
置
事
業

・
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
整
備
事
業な

ど

■
参
画
・
協
働
へ
の
取
組
み

・「（
仮
称
）
王
寺
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
制
定

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
へ
の
取
組
み

・
問
い
合
わ
せ
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
導
入

事
業
（
県
と
の
共
同
事
業
）

■
受
益
者
負
担
の
適
正
化
へ
の
取
組
み

・
施
設
使
用
料
の
見
直
し

■
観
光
・
産
業
へ
の
取
組
み

・
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御
遠
忌
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

・
商
工
業
実
態
調
査
業
務　
　
　
　

な
ど

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う
人
づ
く
り

住
民
に
開
か
れ
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

『
く
ら
し
満
足
度
県
内
ト
ッ
プ
の
生
活
空
間
の
実
現
』
を
目
指
す

　

４
つ
の
基
本
政
策
（
新
規
事
業
を
抜
粋 

） 
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総
務
文
教
３
月
５
日　

補
正
予
算
・
条
例
の
制
定
な
ど
を
審
査

歳入歳出予算の総額からそれぞれ、４億９千４６５万４千円を減額し
総額９２億８千８０９万６千円とするもの。主なものは下記のとおり

【歳出】畠田駅前線整備事業（△５億１千７０７万４千円）
町営桃山住宅防火壁等改修工事（3 千万円）

【歳入】町税（6 千 663 万円）
国庫支出金（△２億７千 594 万 4 千円）
町債（△２億５千５２０万円）

（制定趣旨）
　「文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」により、
教育委員会の所管とされる文化財保護の事務を町長部局へ移管することが可能となった。

（主な内容）
　文化財の保護に関する事務は町長が管理し、及び執行する

（施行期日）　平成３１年４月１日

（改正趣旨）
これまでの「子育て支援」の業務に加え、教育委員会が行っていた幼稚園関連業務を町長部局に
移管し、子ども・子育て支援の事務・事業を包括的に実施する「こども未来部」を新設

（新設する部）
　名　　称　こども未来部
　事務分掌　・子ども・子育て支援に関すること
　　　　　　・就学前の子どもの教育及び保育に関すること
　こども未来部の体制　
　　こども未来部－子育て支援課－－保育・幼稚園係

子育て支援係
（施行期日）　平成３１年４月１日

（改正趣旨）
令和元年７月３１日をもって、王寺町中央公民館を廃止することに伴う、関係条例の改正

（施行期日）　令和元年８月１日

【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

平成３０年度王寺町一般会計補正予算（第５号）について

王寺町教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の制定について

王寺町部等設置条例の一部を改正する条例について

王寺町公民館条例及び王寺町公民館使用条例の一部を改正する条例について

委員会 のうごき

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】
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昨年の１２月２８日から本年１月１６日の期間でパブリックコメントを実施
その後、１月２８日の総合計画審議会において、総合計画審議会会長から町長に対して答申

目的　住民・地域・町などの多様な主体が連携して、指定・未指定に関わらず、あらゆる文化財とその周辺環境ま
でを一体的に捉えて保存・活用すること

計画期間　2019 年度から 2028 年度の 10 年間

３月６日に入札を実施、工期は 2020 年 1 月末　本会議（３月１４日）に請負契約提案予定

目的　王寺町総合計画に掲げる「まちづくり目標」を実現するため、ＩＣＴを活用して町の施策を効果的・効率的に
進める　

計画期間　2019 年度から 2023 年度の５年間
基本目標　「ＩＣＴによる、行政サービス・行政事務の高度化」

「安全・安心を確保し、快適で健やかな暮らしを支えるＩＣＴ環境の構築」
「人を育み、活力とにぎわいのあるまちづくりの実現に向けたＩＣＴの活用」

紹介議員　幡野　美智子　小山　郁子
請願趣旨　総事業費１００億円以上（概算）の小中一貫：（北）（南）王寺義務教育学校建設の見直し
主な理由　「文科省は、大規模校を減らす方向」「長年にわたり培った地域コミュニティが壊れる」

「管理職が半減され、大きなリスクが予想される」「土砂災害警戒区域であり、保水機能の対応は重要課題」
「耐震補強工事が完了しており、費用が無駄になる」「国・県からの補助があっても町の財政は硬直化する」

（改正趣旨）
平成３０年の人事院勧告を受けて、国家公務員においては、超過勤務命令を行うことができる上限等を人事院
規則で定めるなどの措置が講じられることに準じて改正を行うもの

（主な内容）
　時間外勤務命令の上限時間設定
 ・ １箇月について４５時間以下、１年について 360 時間以下
 ・  他律的な業務の比重の高い部署に勤務する職員は、
　　１箇月について１００時間未満、直近６箇月平均で８０時間以下　１年について７２０時間以下
　　１箇月について４５時間を越えて時間外勤務命令を命じることができる月数は、１年について６箇月以内

（施行期日）　平成３１年４月１日

【報　告】

【請　願】

新たな王寺町新総合計画の策定について

王寺町文化財保存活用地域計画（案）について

泉の広場公民館・体育館・町営プール解体工事について

王寺町ＩＣＴ利活用計画について

義務教育学校に関する請願書について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 【挙手多数　可決】

【挙手少数　不採択】
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く
ら
し
環
境
３
月
６
日　

補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ど
を
審
査

【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１６０万８千円を増額
総額２６億２２８万８千円とするもの　　　　　　　　　　　　　　　

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、２５９万７千円を増額
総額 3 億４千６５４万 6 千円とするもの　　　　　　　　　　　　　　

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３３７万６千円を増額
総額１９億７千２８２万５千円とするもの

学校教育法が一部改正され、専門職大学が制度化されることに伴い、放課後児童支援員、水
道の布設工事監督者及び技術管理者の資格要件について専門職大学の前期課程を修了した者
を追加するなどの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　   （施行期日）平成 3１年４月１日

（改正趣旨）
平成３０年度末をもって「保健衛生指導委員」を廃止するため、関係条例を改正

（施行期日）平成 3１年 4 月1日

（改正趣旨）
２０１９年８月診療分から子ども医療費等の自己負担額が未就学児のみを対象に県下一斉に「現
物給付方式」（窓口で自己負担額のみ支払）が導入されることに伴い、関係条例を改正

　（施行期日）令和元年８月１日

（改正趣旨）
平成３０年度からの県単位化に伴い、2024 年度の県内保険税水準の統一化に向けた
平成３１年度の国民健康保険事業費納付金が決定されたため、県から示された標準税率を参考
に税率改正を行うもの

（施行期日）平成３１年４月１日

平成３０年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

平成３０年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

平成３０年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

王寺町子ども医療費助成条例等の一部を改正する条例について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【挙手多数　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

委員会 のうごき

区分
医療分 後期分

改正前 改正後 改正前 改正後

均等割 26,000 変更なし 7,200 10,000

平等割 27,000 25,000 6,000 7,400
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【報　告】

（下水道事業）
〇本町総合ポンプ場電気設備更新工事（本町１丁目地内）
　⇒制御盤等の更新は完了（進捗率９５％）
〇汚水 11-8-3 号線管渠築造工事（舟戸３丁目地内）
　⇒１２月２０日に入札実施　㈱春山組が落札（進捗率５０％）

（上水道事業）
〇第一浄水場西側法面補強工事（元町２丁目地内）
　⇒工事区間の町道に吹付けプラントを設置したため、終日通行止めとなり近隣住民の仮設駐車場を整備し

たことによる増額の変更契約を締結し、工事は完了
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（元町３丁目、本町３丁目地内）
　⇒配管延長が減ったことによる減額の変更契約を締結し、工事は完了
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その２）（元町３丁目、本町５丁目地内）
 　⇒１２月２０日に入札実施　北川工務店が落札（進捗率８０％）
〇藤井２丁目地内配水管改良工事（藤井２丁目地内）
　⇒下期に発注を予定していたが、ケーブル切断事故にかかる本復旧工事及び関係機関との協議のため、平

成３０年度の工事は見送り

（下水道事業）
〇汚水 21-4-1 号線管渠築造工事（本町４丁目地内）　下期に発注予定
〇本町４丁目地内マンホールポンプ設備工事（本町４丁目地内）
　⇒ポンプ圧送設備を整備　下期に発注予定

（上水道事業）
〇第二浄水場自家発電施設設置工事（明神４丁目地内）
　⇒停電時に制御設備及びポンプ設備の電源を確保するための工事
　上期に発注予定
〇張井地区配水管改良工事（仮設）（本町１丁目地内）
　⇒老朽管更新計画に基づき仮設配管を布設する工事　上期に発注予定
〇張井地区配水管改良工事（本設）（本町１丁目地内）　
　⇒仮設配管完了後に配水管を布設する工事　上期に発注予定
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その１）（その２）（本町 4、5 丁目地内）
　⇒平成２７年度からの継続事業　（その１）上期に発注予定（その２）下期に発注予定

要望の進捗率
道路新設改良、道路維持費、水路改良・維持費とも３月末で１００％執行

平成３０年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の進捗状況について

平成３１年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の計画について

平成３０年度町内要望土木工事の進捗状況について

技術士第二次試験の選択項目が見直され、上下水道部門の選択科目の「水道環境」が「上水道及び工業用
水道」に統合されることに伴い、布設工事監督者の資格について、技術士法に規定する第ニ次試験のうち上
下水道部門の合格者に係る選択科目から「水道環境」を削除するもの

（施行期日）平成 3１年 4 月1日

王寺町水道法施行条例の一部を改正する条例について　　　　　　　　　　　【全会一致　可決】
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明神山東屋新築工事　完了
明神山山頂桟敷デッキ設置工事　進捗率６０％　平成３１年４月末までに完了
明神山自然の森トイレ改修工事　９０％完了し、３月中旬には供用開始

空き家数の推移

・2017 年５月に策定した「空家等対策計画」の通りに、空き家所有者に通知文を送付
　⇒２０件は対応
・全国版の空き家バンクへ１０件掲載→成約１件
・老朽空き家の除却補助→活用実績３件
・空き家５件について→「このまま放置すれば危険の恐れがある」との判断から２月１４日に「特定空き家」に

認定し、今後、法的措置をふまえ最終的に行政代執行を見据え段階的に行政指導・行政処分を実施予定

住民の憩いの場と防災機能を持つ公園として
事業に着手
１２月２０日に入札を実施
株式会社楠本工務店が落札
供用開始日は４月１日

（設置施設）　
・バリアフリー対応の水飲み台
・かまどベンチ２基
・東屋
・鉄棒
・ジャングルジム
・健康遊具
・ソーラー照明灯２基

・起業・就業支援事業として「パパママフォーラム in 王寺」を開催
・ハローワークとの連携事業として「女性就活支援セミナー」や「就職面接会」を開催
・県との連携事業として起業セミナーの実施や子育て女性就職相談窓口を地域交流センター内に開設
・チャレンジショップ「ミラクルショップ ichigo（イチゴ）」を雪丸カフェ内に開設

・空き店舗を活用した「王寺らーめんトライアル事業」 実施期間　３月１１日～７月２９日
・今後の王寺駅北側駅前広場の活用策

駅とオープンスペース（大和川の水辺空間、第２貯留池）を連動することでの活性化策を検討する
・第２回雪丸おさんぽフェスタ
　イベントを通じてこのエリアの認知度の向上と集客力を高めることで既存店の活性化や新規事業を促す
　〇「王寺マルシェ」〇「エキキタグルメラリー」〇大和川の水辺空間を利用した「フォトロゲニング」を同時

開催

平成３０年度明神山整備工事の進捗状況について

空家等対策の取組状況について

王寺一丁目公園の概要について

王寺ミラクル１００事業について

王寺駅北エリア活性化モデル事業について

委員会 のうごき

2015 年調査 2017 年 10 月 2018 年 10 月

空き家数 293 255 272
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・広域観光をすすめるうえで、王寺駅周辺の観光地と連携して製作した広域観光動画やエリアの観光案内を
行う雪丸トークを開発　

・次世代の方にもこのエリアの歴史文化を知ってもらう取組みとして「ご当地クイズ大会」を開催
・明神山プロモションツール企画・製作

昨年度から行われている明神山フォトコンテストの入賞作品をカレンダーやポスター、ポストカードに採用し、
明神山の魅力を情報発信

・王寺町名産品開発及びプロモーション
   大阪府柏原市のカタシモワイナリーと共同で雪丸ワイン、達磨寺ワインを開発

計 画 の 趣 旨 ：	町民全てが自殺に追い込まれることのない社会を実現するための指針となる計画として策定
計画の位置づけ：	自殺対策基本法第１３条第２項による計画
計画の実施期間：	2019 年度から 2025 年度までの７年間
計 画 基 本 理 念：	お互いを思いやり命を大切にするまち王寺町

１.	 計画策定の背景「日本再興戦略」において、レセプト等のデータ分析、それに基づく加入者の健康保持増
進のための事業計画として作成

２.	 計画期間「２０１８年度から２０２３年度まで６年間」
３.	 被保険者数の状況　社会保険の適用拡大等により被保険者数が過去３年間で４１６人減少
４.	医療費の状況　平成２７年度から平成２９年度の１人当たり医療費は県内で８番目の高さ。要因として王寺

町は１人当たりの調剤費が高く、その対策として「多剤通知」や「残薬バック」の普及を通じて調剤費の適
正化を図る。生活習慣病に係る医療費統計では、高血圧性疾患や腎不全、糖尿病が上位を占める。これ
までの生活習慣病に対する事業に加えて医療費の適正化に取組む。

　介護付有料老人ホームの整備を進めるため、「王寺町老人福祉施設等整備審査委員会」が発足
応募のあった１法人の事業提案内容の「王寺町との連携のあり方」「地域との関係構築及び交流等の取組み」
等を審査　〇主な評価ポイント「医療的なケアが必要な方や認知症の方に適切なサービスを提供し、地域に
開かれた施設として住民との様々なネットワークの構築に貢献が見込める」
今後、王寺町が整備予定者として奈良県へ上申の予定

王寺南小学校校区の児童が増加し、学校に空き教室がなくなることから公設学童施設を整備
〇設置場所　王寺南小学校グランドの南側　〇延床面積　228.12 ㎡　　
〇学童保育室は３室で、冷暖房完備、トイレ、手洗い場を整備　竣工は２月２２日　供用開始は２月２３日

昨今のペットブームにより返骨を希望される飼い主は多く、個別火葬を実施することでニーズに応える
概要　個別火葬は午前中に受付、午後に火葬、翌日に返骨（１日１匹の火葬で２匹目以降は翌日に火葬）
料金　構成町内の場合　合同火葬は１匹５，０００円　個別火葬は１匹 10,000 円

聖徳太子プロモーション事業について

王寺町「自殺対策計画（案）」について

王寺町国民健康保険「第２期データヘルス計画（案）」について

王寺町介護付有料老人ホームの整備について

王寺南小学校学童保育施設について

動物（犬・猫等）の個別火葬について
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①
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
（
仮
称
）
義

務
教
育
学
校
（
北
）
の
施

設
一
体
型
の
整
備
に
向
け
て

安
全
面
に
加
え
学
校
整
備

に
必
要
な
校
地
面
積
を
最

大
限
確
保
す
る
た
め
の
用

地
取
得
の
議
案
が
提
出
さ

れ
承
認
し
た
。
こ
の
土
地
が

（
仮
称
）
王
寺
義
務
教
育
学
校
の
整
備
に

つ
い
て９

年
間
一
貫
の
義
務
教
育
学
校
に
相
応
し
い

ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
学
び
の
環
境
を
提
供

教
育
次
長　

今
回

の
用
地
取
得
に
よ

り
現
況
の
敷
地
面
積
が

約
３
万
２
千
㎡
か
ら
約

４
万
２
千
㎡
に
広
が
り
、
学

校
の
有
効
面
積
は
現
況
約

２
万
２
千
㎡
か
ら
山
林
の

斜
面
で
あ
っ
た
学
校
敷
地

を
運
動
場
に
整
備
す
る
こ

と
で
約
３
万
㎡
と
な
る
。
校

舎
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
や
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
時

代
に
即
し
た
必
要
な
施
設

整
備
を
図
る
。
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
は
大
小
の
屋

内
運
動
場
に
加
え
て
武
道

場
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
る
。

全
体
の
配
置
に
つ
い
て
は
運

動
場
を
最
大
限
南
側
に
広

げ
、
北
側
に
校
舎
棟
、
西

側
に
屋
内
運
動
場
棟
、
学

童
保
育
施
設
を
含
む
給
食

施
設
等
を
配
置
し
て
い
る
。

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
現
状
の

３
．５
面
か
ら
２
面
と
な
る
。

現
在
の
使
用
状
況
は
、
王

寺
中
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
と

体
育
協
会
に
所
属
す
る
王

寺
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が

使
用
。
検
討
を
重
ね
、
部

活
動
に
つ
い
て
は
２
面
確

保
す
れ
ば
特
に
支
障
が
な

い
。
王
寺
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
葛
下
３
丁

目
地
内
に
整
備
す
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
６
面
）
で
活
動

し
て
頂
け
る
。

ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
さ

れ
る
の
か
。
②
運
動
場
等

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
大

き
さ
は
２
０
０
ｍ
、
１
５
０

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
が
設
け
ら
れ
る

十
分
な
広
さ
の
運
動
場
が

整
備
さ
れ
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
現
在
よ
り
少
な
い
よ

う
だ
が
利
用
不
足
等
が
生

中川 義弘 議員
（無所属）

10 名の議員からの
質問に対する答弁

一般質問

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

保
険
税
の
町
独
自
軽
減
策
は
考
え
て
い

な
い
。

教
育
次
長

①
２
０
２
０
年
４
月

国
保
の
特
徴
は　

①

事
業
主
負
担
が
な
い

②　

加
入
世
帯
に
低
所
得

者
が
多
い
③
家
族
の
人
数
が

多
い
ほ
ど
高
く
な
る
こ
と
か

ら
保
険
料
は
他
の
医
療
保
険

と
比
べ
て
一
番
高
い
と
い
う

構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、問
題
の
解
決
の
為
に
は
、

に
補
助
申
請
を
行
い
、
６

月
に
内
示
を
受
け
る
。
補

助
金
は
２
０
２
１
年
と

２
０
２
２
年
の
各
４
月
に

交
付
②
１
，
３
０
０
万
円
、

小
中
学
校
費
の
約
７
％
減

少
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

義
務
教
育
学
校
に
相
応
し

い
算
定
が
さ
れ
る
よ
う
制

度
改
正
を
総
務
省
に
強
く

要
望
し
て
い
く
。

【
幡
野
意
見
】

　

一
体
化
で
は
な
く
、
各
々

の
学
校
の
方
策
を
考
え
る

こ
と
が
賢
明
で
現
実
的
だ
。

均
等
割
、平
等
割
を
廃
止
し
、

国
庫
負
担
の
一
兆
円
を
投
入

（
全
国
知
事
会
も
要
求
）
す

れ
ば
、
中
小
企
業
の
労
働
者

が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぱ
並

に
引
き
下
が
る
。
又
、
町
独

自
の
軽
減
策
と
し
て
子
ど
も

に
か
か
る
均
等
割
に
減
免
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

住
民
福
祉
部
長

国
保
は
事
業
主
負
担

は
な
く
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
均
等
割
額
が
加
算

さ
れ
、
同
一
世
帯
の
国
保
加

入
者
の
人
数
に
よ
り
保
険
税

を
徴
収
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
保
険
税
の
上
昇
に

は
、
国
保
の
財
政
調
整
基
金

義
務
教
育
学
校（
北
）

に
つ
い
て
①
建
設
に

お
け
る
国
へ
の
補
助
申
請

の
日
程
は
②
現
行
の
３
校

で
継
続
す
る
場
合
と
一
体
化

で
１
校
と
な
っ
た
場
合
の

国
の
交
付
税
の
比
較
。

一 般 質 問

じ
な
い
か
伺
う
。

を
活
用
し
、
本
町
独
自
の
激

変
緩
和
措
置
を
実
施
し
、
子

ど
も
に
か
か
る
均
等
割
額
の

減
免
は
、
子
育
て
施
策
の
中

で
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。
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王
寺
町
で
は
平
成
27

年
度
に
国
の
施
策
で

あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
勘

案
し
、
人
口
の
将
来
見
込
み

を
達
成
す
る
た
め
基
本
目
標

「
住
ん
で
満
足
」「
働
い
て
満

足
」「
余
暇
を
満
足
」
に
そ
れ

王
寺
町
総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て

総
合
戦
略
中
、
目
標
の
達
し
て
い
な
い
項
目

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
の
中
で
盛
り
込
み
継
続
し
て
い
く

町
長　

２
０
６
０
年

時
点
で
人
口
２
万
人

を
維
持
す
る
た
め
、
５
ヵ
年

を
基
本
と
す
る
「
王
寺
町

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

４
年
間
を
経
過
し
た
本
町

の
現
状
は
人
口
が
２
万
４
，

１
５
９
人
と
目
標
よ
り
約

５
０
０
人
程
度
上
回
っ
て
お

り
（
増
減
率
は
県
１
位
）、
出

生
率
は
１.

87
で
県
、
国
の

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
総

合
戦
略
の
各
取
組
み
の
成
果

が
表
れ
て
き
た
と
考
え
て
い

る
。
総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ

い
て
は
３
つ
の
基
本
目
標「
住

ん
で
満
足
」「
働
い
て
満
足
」

「
余
暇
を
満
足
」
に
つ
い
て
全

９
項
目
の
数
値
目
標
を
検
証

し
た
。
目
標
達
成
が
４
項
目
、

目
標
達
成
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
５
項
目
。
達
成
４
項
目

は
、
①
合
計
特
殊
出
生
率（
各

種
子
育
て
支
援
効
果
）
②
人

口
の
社
会
増
（
定
住
促
進
事

業
効
果
）
③
町
内
新
規
起
業

件
数
（
空
き
店
舗
活
用
等
効

果
）④
達
磨
寺
来
訪
者
数（
定

期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
効

果
）
未
達
成
５
項
目
は
①
健

康
寿
命
県
一
②
王
寺
町
周
辺

宿
泊
者
数
③
王
寺
駅
の
利
用

者
数
④
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

満
足
度
⑤
文
化
芸
術
活
動
の

振
興
で
あ
り
、
今
後
、
総
合

戦
略
は
施
設
の
充
実
満
足
度

の
前
期
基
本
計
画
と
一
体
の

も
の
と
し
て
捉
え
、
事
業
の

進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

ぞ
れ
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、

「
王
寺
町
総
合
戦
略
」
を
策
定

さ
れ
た
。
平
成
31
年
度
は
そ

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
５
年

間
の
対
象
期
間
の
う
ち
、
４

年
間
が
経
過
し
た
。
そ
の
達

成
度
と
残
り
１
年
間
の
事
業

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

北村 達夫 議員
（無所属）

公
有
財
産
は
行
政
財

産
と
普
通
財
産
に
区

分
さ
れ
る
が
、
普
通
財
産

の
山
林
・
宅
地
・
田
畑
の
面

積
に
つ
い
て
又
、
土
地
開
発

公
社
の
保
有
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。総

務
部
長　

平
成
30

年
度
末
で
町
有
地
の

王
寺
町
の
財
産
・
土
地
に
関
す
る
事
に
つ

い
て土

地
開
発
公
社
の
土
地
に
つ
い
て
代
替
用
地
と
し
て

事
業
に
土
地
を
提
供
い
た
だ
く
方
に
売
却
し
て
い
く

総
面
積
は
約
59 

ha
と
な
る

見
込
。
そ
の
う
ち
行
政
財

産
の
面
積
は
約
40.

３
ha
で

内
訳
は
学
校
約

１４ 

ha
、
公

営
住
宅
約
２.

９
ha
、
公
園

約
９.

２
ha
、
公
民
館
約
０
．

２
ha
、
そ
の
他
の
施
設
約

１４ 

ha
で
あ
る
。
普
通
財
産

の
面
積
は
約

１７.

５
ha
で
内

楠本 勝 議員
（無所属）

訳
は
山
林
約
３.

６
ha
、
宅

地
約
１.

５
ha
、
田
畑
約
０
．

１
ha
、
そ
の
他
約

１２.

３
ha

で
あ
る
。

　

土
地
開
発
公
社
の
土
地

保
有
状
況
に
つ
い
て
は
平

成
30
年
度
末
で
23
箇
所
、

合
計
面
積
が
６
，
３
７
９
㎡

と
な
る
見
込
。

　

そ
の
う
ち
、
５
年
以
上

所
有
の
土
地
が
21
箇
所
、

６
，
０
９
１
㎡
で
内
訳
は

代
替
用
地
が
８
箇
所
、
１
，

８
３
５
㎡
、
事
業
用
地
が

１３
箇
所
で
４
，
２
５
６
㎡
で

あ
る
。
５
年
未
満
所
有
の

土
地
は
２
箇
所
、
２
８
８
㎡

で
全
て
代
替
用
地
で
あ
る
。

　

な
お
、
５
年
以
上
所
有

の
土
地
が
多
い
理
由
は
、
国

道
１
６
８
号
線
拡
幅
整
備

が
迅
速
に
進
む
よ
う
、
平

成
初
期
に
事
業
用
地
を
多

く
取
得
し
て
き
た
が
、
そ

の
残
地
を
公
社
で
所
有
し

続
け
て
い
る
こ
と
が
要
因
。

公
社
保
有
地
の
今
後
の
売

却
予
定
は
、
畠
田
駅
前
整

備
の
事
業
用
地
と
し
て
公

社
が
先
行
取
得
し
た
土
地

の
一
部
を
町
が
買
い
取
る
予

定
。
代
替
用
地
に
あ
っ
て
は

国
道
１
６
８
号
線
拡
幅
整

備
や
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
等
の
事
業
で
土
地
を

提
供
い
た
だ
く
方
に
対
し

て
、
町
有
地
と
共
に
情
報

提
供
し
て
売
却
し
て
い
く
。
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「
水
と
緑
の
街
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て

葛
下
川
に
錦
鯉
を
放
流
す

れ
ば
、
葛
下
川
遊
歩
道
を

散
策
さ
れ
る
人
々
に
と
っ

て
早
春
の
水
仙
、
春
の
桜

と
共
に
通
年
を
通
し
て
錦

鯉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

住
民
福
祉
部
長　

平
成
８
年
の
「
河
川

愛
護
月
間
に
約
６
０
０
匹

の
錦
鯉
を
放
流
し
た
。
又
、

平
成
９
年
に
は
菩
提
キ
ャ

ン
プ
場
の
池
に
も
放
流
し

た
。
放
流
し
た
錦
鯉
は
徐
々

に
減
少
し
、
そ
の
原
因
は
水

質
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
心

葛
下
川
に
錦
鯉
の
放
流
を

葛
下
川
へ
の
錦
鯉
の
放
流
で
は
な
く
、
四
季
折
々

の
花
を
眺
め
、
楽
し
み
な
が
ら
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
し
て
頂
く
た
め
の
整
備
を
継
続
す
る

な
い
人
の
捕
獲
や
河
川
の

水
位
の
上
昇
に
よ
り
下
流

に
流
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
菩
提
キ
ャ
ン
プ
場
の
錦

鯉
も
現
在
生
息
し
て
い
な

い
。
全
国
に
は
島
根
県
津

和
野
の
よ
う
に
錦
鯉
を
観

光
の
目
玉
に
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
が
、
鯉
は
雑
食

性
で
生
命
力
が
強
い
た
め
、

放
流
さ
れ
た
河
川
の
環
境

の
破
壊
に
繋
が
る
と
い
う

報
道
も
あ
る
。
水
辺
に
親

し
む
景
観
づ
く
り
と
し
て

葛
下
川
に
は
桜
を
植
樹
し
、

大久保 一敏 議員
（無所属）

る
の
で
は
な
い
か
。
阿
弥
陀

橋
付
近
で
は
台
風
や
豪
雨
・

風
船
ダ
ム
の
開
放
に
お
け

る
放
水
後
で
も
一
匹
の
錦
鯉

が
居
つ
い
て
い
る
。
普
通
の

鯉
に
混
じ
り
鯉
に
は
一
定
の

場
所
で
居
つ
く
習
性
が
あ

る
の
で
な
い
か
。

「
一
年
樹
穀
、
十
年
樹

木
、
百
年
樹
人
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
４
年
前

国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
具
現
化
の
鍵
も
地
球
規
模

で
の
人
材
育
成
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
義
務
教
育
学
校

二
校
の
開
校
を
３
年
後
に
控

え
以
下
の
点
に
関
し
伺
う
。

教
育
次
長　

①
開
校

に
あ
た
り
、
良
好
な

教
育
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
必
要
な
改
修
を
行
う
。

施
設
の
健
全
性
や
生
徒
数
の

推
計
等
を
踏
ま
え
、
将
来
像

「
教
育
の
ま
ち
王
寺
」
実
現
の
た
め

更
な
る
高
峰
を
目
指
し
て
！

そ
の
基
盤
と
な
る
義
務
教
育
学
校
の
開

校
を
め
ざ
し
、
着
実
に
進
め
て
い
く

を
総
合
的
に
検
討
し
た
上

で
施
設
一
体
型
へ
の
是
非
も

含
め
移
行
時
間
や
建
設
場

所
を
検
討
し
て
い
く
。
②
現

在
の
「
学
校
・
地
域
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
の
取
組

を
推
進
し
、
義
務
教
育
学
校

に
相
応
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
設
置
を
検
討
し

て
い
く
。
③
就
学
前
か
ら
義

務
教
育
ま
で
の
ス
テ
ー
ジ
毎

に
大
学
や
高
校
の
特
色
や

専
門
性
を
活
か
し
た
交
流

を
進
め
一
貫
し
た
教
育
の
体

制
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

④
町
長　

国
に
お
い
て
本

年
10
月
の
消
費
税
率
10
％

引
き
上
げ
に
よ
る
幼
児
教

育
無
償
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
、
義
務
教
育

学
校
の
開
校
に
よ
り
南
北
２

校
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
幼

小
接
続
の
推
進
、
町
立
幼
稚

園
の
再
編
も
含
め
て
今
後
の

幼
稚
園
の
あ
り
方
を
検
討
。

幼
保
連
携
に
つ
い
て
は
、
所

管
の
一
元
化
を
通
じ
て
園
児

の
交
流
や
職
員
間
の
連
絡

会
を
開
催
し
連
携
を
深
め
て

い
く
。

伊藤 隆明 議員
（公明党）

①
南
は
施
設
の
耐
用
年
数

か
ら
当
面
様
々
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
た
上
で
施
設
分

離
型
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

が
施
設
一
体
型
へ
の
移
行
時

期
、
建
設
場
所
の
決
定
時
期

②
地
域
と
の
協
働
、
連
携
の

あ
り
方
③
周
辺
諸
教
育
機
関

と
の
連
携
④
今
日
の
女
性
の

働
き
方
改
革
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
王
寺
町
の
幼
児

教
育
（
幼
小
連
携
、
幼
保
連

携
を
含
め
て
）
の
あ
り
方
。

大
和
川
ふ
れ
あ
い
広
場
内

の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
葛
下
川

沿
い
に
水
仙
を
植
え
、
遊

歩
道
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装

に
変
更
し
、
公
衆
ト
イ
レ

や
健
康
遊
具
を
設
置
す
る

な
ど
、
歩
き
た
く
な
る
よ

う
な
環
境
整
備
を
今
後
も

行
い
、
四
季
折
々
の
花
を
眺

め
、
楽
し
み
な
が
ら
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
頂

く
た
め
の
整
備
を
継
続
し

歩
く
健
康
づ
く
り
に
繋
げ

た
い
。
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総
務
部
長　
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
は

平
成
20
年
に
創
設
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
、
王
寺
町
に

と
っ
て
も
自
主
財
源
を
確

保
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
現
す
る
た
め
の
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
重

要
な
制
度
で
あ
る
。
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
で
あ
る
が
、
各
自

治
体
が
過
度
な
返
礼
品
や

地
場
産
品
と
は
無
関
係
な

返
礼
品
が
制
度
の
趣
旨
に

そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
王
寺
町
で

は
「
達
磨
寺
方
丈
」
の
修

復
資
金
に
充
当
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
、
ふ
る
さ
と
や
地

方
団
体
の
様
々
な
取
組
み
を

応
援
す
る
納
税
者
の
気
持

ち
を
橋
渡
し
し
、
地
方
自

治
体
が
自
ら
財
源
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源

を
最
大
限
活
用
し
地
域
経

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て

「
雪
丸
ラ
ベ
ル
の
ワ
イ
ン
」
や
魅
力
的

な
返
礼
品
に
つ
い
て
町
内
事
業
者
と

連
携
し
て
企
画
を
進
め
て
い
き
た
い

に
寄
附
を
募
り
は
じ
め
た
。

王
寺
町
で
は
主
な
特
産
品

が
な
い
も
の
の
返
礼
品
と

し
て
雪
丸
グ
ッ
ズ
な
ど
工

夫
を
こ
ら
し
て
き
た
。
今

後
は
「
雪
丸
ラ
ベ
ル
の
ワ
イ

ン
」
や
２
０
２
０
年
４
月
に

完
成
予
定
の
ホ
テ
ル
と
地

元
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
旅
行
ツ
ア
ー
パ
ッ
ク
な

ど
王
寺
町
な
ら
で
は
の
魅

力
的
な
返
礼
品
に
つ
い
て

町
内
事
業
者
と
連
携
し
て

企
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

済
を
再
生
さ
せ
て
い
く
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
制

度
で
あ
る
。
最
近
、
一
部
の

地
方
自
治
体
が
ふ
る
さ
と

納
税
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る

と
の
報
道
が
あ
り
、
税
制
改

正
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
見

直
し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が

教
育
次
長　

通
学
の

携
行
品
が
重
く
な
っ

た
要
因
は
学
習
指
導
要
領

が
平
成
23
年
度
以
降
、
順

次
実
施
さ
れ
、
内
容
の
充

実
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
加

え
て
、
教
科
書
の
サ
イ
ズ

学
校
で
の
置
き
勉
に
つ
い
て

成
長
段
階
で
の
体
へ
の
影
響
や
通
学
時
の
疲
労
の
軽

減
を
考
え
携
行
品
の
軽
減
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る

が
B
５
か
ら
Ａ
４
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
王
寺
町

で
は
文
科
省
の
通
知
以
前

よ
り
児
童
生
徒
の
携
行
品

に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
今
後
は
さ

ら
に
低
学
年
に
は
家
庭
学

習
等
を
考
慮
し
た
指
導
を

行
う
。
高
学
年
に
は
自
主

的
な
判
断
を
育
て
る
と
と

も
に
、
適
切
な
指
導
を
行

う
。
保
護
者
に
は
、
日
頃

か
ら
学
校
に
置
い
て
お
く

も
の
や
学
期
末
に
持
ち
帰

る
も
の
に
つ
い
て
、
学
年

通
信
等
の
連
絡
文
書
に
よ

り
、
問
題
点
を
共
有
す
る

こ
と
で
連
携
し
た
取
組
を

図
る
。
以
上
の
よ
う
に
児

童
生
徒
や
保
護
者
と
問
題

を
共
有
し
て
、
家
庭
学
習

を
視
野
に
入
れ
た
指
導
の

中
で
、
児
童
生
徒
の
成
長

段
階
で
の
体
へ
の
影
響
や

通
学
時
の
疲
労
の
軽
減
を

考
え
、
児
童
生
徒
の
携
行

品
の
軽
減
対
策
の
実
効
性

を
高
め
て
い
く
。

小
学
生
が
背
負
う

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い

て
一
週
間
の
う
ち
最
も
重

い
日
の
荷
物
重
量
は
平
均

４
．
７
キ
ロ
。
ラ
ン
ド
セ
ル

の
重
さ
を
加
え
る
と
平
均

６
キ
ロ
に
な
り
小
学
生
の

約
３
割
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
時
に
痛
み
を
感

嶋内 晴三 議員
（無所属）

じ
る
と
の
報
道
が
さ
れ
た
。

文
科
省
で
は
、
児
童
生
徒

の
身
体
の
健
や
か
な
発
達

に
影
響
が
生
じ
か
ね
な
い

こ
と
等
の
懸
念
や
保
護
者

等
か
ら
の
配
慮
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
児
童
生
徒
の
携

行
品
に
係
る
配
慮
に
つ
い

王
寺
町
の
現
状
と
今
後
の
財

源
確
保
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

て
」
の
通
知
を
さ
れ
た
が

本
町
の
取
組
み
は
。
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現
在
、
当
日
最
大
料

金
は
10
時
間
以
上
は

１
，
５
０
０
円
で
あ
る
が
、

６
時
間
以
上
の
９
０
０
円
に

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
奈

良
県
内
主
要
駅
周
辺
の
駐
車

料
金
に
比
べ
て
高
い
王
寺
駅

周
辺
駐
車
料
金
の
引
き
下
げ

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

町
営
南
駐
車
場
の
最
大
料
金
の
引
き
下
げ
と

障
が
い
者
の
方
の
免
除
制
度
の
実
施
を

当
日
最
大
料
金
の
引
き
下
げ
よ
り
２４
時
間
営
業
の

実
施
と
障
が
い
者
免
除
制
度
を
検
討
し
た
い

地
域
整
備
部
長　

民
間
駐
車
場
の
経
営

の
圧
迫
と
な
る
料
金
引
き

下
げ
よ
り
要
望
の
多
い
24

時
間
営
業
の
調
査
研
究
を

検
討
す
る
。
外
出
支
援
の

有
効
施
策
と
考
え
、
障
が

い
者
の
方
の
免
除
制
度
の

検
討
を
開
始
し
た
い
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

も
う
一
点
、
生
駒
市
、
大
和

郡
山
市
な
ど
の
公
営
駐
車
場

で
実
施
さ
れ
て
い
る
障
が
い

者
の
方
の
免
除
制
度
の
実
施

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
次
長　

①
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
図
書
室
、Ｐ
Ｃ
教
室
、

視
聴
覚
教
室
、
Ｌ
Ｌ
教
室
を

一
体
化
し
て
メ
デ
イ
ア
セ
ン

【
仮
称
】
王
寺
義
務

教
育
学
校
（
南
）
に

つ
い
て
、
①
南
中
改
修
の
Ｌ

Ｌ
教
室
、
技
術
教
室
（
２
）

の
消
失
は
②
４
年
生
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

の
か
③
５
、６
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
成
長
保
障

が
困
難
に
な
ら
な
い
か
④
校

長
先
生
一
人
で
施
設
分
離
型

の
学
校
の
管
理
の
負
担
増
や

先
生
の
連
携
は
と
れ
る
の
か

⑤
保
護
者
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
多
く
と
る
計
画
は

あ
る
か
、
以
上
を
尋
ね
る
。

一 般 質 問

聖
徳
太
子
１
４
０
０

年
御
遠
忌
ま
で
３
年

に
迫
る
中
、
王
寺
町
が
今
後

取
組
ん
で
い
く
観
光
振
興

に
つ
い
て
伺
う
。

役
場
庁
舎
に
つ
い
て

は
昭
和
46
年
に
建
築

さ
れ
48
年
が
経
過
す
る
。
庁

舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
車

イ
ス
の
方
が
利
用
で
き
る
ト

イ
レ
が
な
い
。
住
民
の
方
々

の
使
い
や
す
い
建
物
に
す
る

に
は
、
庁
舎
内
の
改
修
や
建

替
の
検
討
が
必
要
で
は
。

町
長　

観
光
産
業
の

育
成
に
つ
い
て
は
町

の
観
光
構
造
を
踏
ま
え
な

が
ら
周
辺
の
観
光
資
源
も

総
務
部
長　

役
場
庁

舎
に
は
、
新
た
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ

レ
を
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

は
な
い
も
の
の
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
各
階
に
多
機
能

ト
イ
レ
が
あ
る
や
わ
ら
ぎ
会

館
と
は
、
連
絡
通
路
に
よ
り

一
体
的
な
施
設
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
機
能
面
で
は

実
質
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
対
応
が
で
き
て
い
る
。

　

妊
婦
や
高
齢
者
、
車
イ

ス
使
用
者
等
の
方
に
は
、
や

わ
ら
ぎ
会
館
内
の
エ
レ
ベ
ー

「
西
和
地
域
を
観
光
振
興
の
メ
ッ
カ
」
に

王
寺
が
奈
良
県
の
国
際
的
な
玄
関
口
と
な
る
よ

う
に
、
環
境
整
備
や
基
盤
の
整
備
を
順
次
図
る

積
極
的
に
活
用
し
消
費
の

拡
大
か
ら
雇
用
も
含
め
た
町

内
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
た

い
。
こ
の
た
め
、
聖
徳
太
子

ゆ
か
り
の
達
磨
寺
や
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
が
楽
し

め
る
明
神
山
を
町
内
の
重
点

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
磨
き

あ
げ
、
世
界
遺
産
で
あ
る

法
隆
寺
や
信
貴
山
な
ど
と

連
携
し
た
長
期
滞
在
周
遊

型
の
広
域
観
光
ス
タ
イ
ル
の

確
立
を
目
指
す
。
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
国
博
な
ど

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

２
０
３
７
年
リ
ニ
ア
開
業
と

首
都
圏
や
東
海
圏
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
よ
く
な

る
。
王
寺
が
奈
良
県
の
国
際

的
な
玄
関
口
と
な
る
よ
う

に
、
環
境
整
備
や
基
盤
の
整

備
を
順
次
図
る
。

西本 集一 議員
（無所属）

タ
ー
を
設
置
、現
在
の
木
工
室
、

金
工
室
の
機
能
を
充
実
し
て
一

つ
の
技
術
教
室
と
す
る
。
②
１

年
生
か
ら
リ
ー
ダ
ー
性
を
培

う
学
習
や
行
事
を
計
画
的
に

行
う
。
③
既
に
４
年
生
の
段

階
で
リ
ー
ダ
ー
性
を
培
え
て

い
る
。
５・
６
年
生
で
は
更
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
④

１
人
の
校
長
の
も
と
管
理
職

が
中
心
と
な
り
小
中
学
校
間

の
壁
を
乗
り
越
え
一
体
感
を
共

有
で
き
る
⑤
今
後
も
議
会
や

地
域
、
保
護
者
の
方
々
に
丁

寧
に
説
明
し
意
見
を
頂
く
。

タ
ー
及
び
多
機
能
ト
イ
レ
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
を

行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
役
場
庁
舎
は
４

年
前
に
耐
震
改
修
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
29

年
３
月
策
定
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
も

「
施
設
を
長
寿
命
化
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
住
民
生

活
の
影
響
の
度
合
い
や
将
来

の
財
政
収
支
を
見
通
す
中

で
、
必
要
な
改
修
を
行
っ
て

い
く
。
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2019年（令和元年）5月　王寺町議会だより　第129号

１. 開催日時	：	平成３１年３月３０日（土）１３：３０～１５：３０
２. 場　　所	：	王寺町防災コミュニティセンター（いずみスクエア）２Ｆ　会議室
３. 参加人数	：	65名（託児ルームご利用あり）

第４回　議会報告会を開催しました。

　～平成３１年度当初予算について.～
「くらし満足度県内トップの生活空間の実現」
を目指す４つの基本施策による体系に基づき
各議員から説明を行いました。
１．安全・安心のまちづくり
２．住み続けたいまちづくり
３．未来を担う人づくり
４．住民に開かれ自立するまちづくり

3つのグループに分かれて座談会を行いました。

第2部：座談会　☆政治とくらしサロン☆

第１部：平成31年３月議会の報告

【座談会での意見（抜粋）】
◎達磨寺方丈修復にかかるふるさと納税について
◎久度大橋の左側通行の看板について
◎太子1丁目、いずみスクエア近くのバス停の位置について
◎文化福祉センター方面のバスの接続が悪い
◎町が運営するデマンドバスなどの検討をしてほしい
◎議会のネット中継はできないのか
◎公共施設の料金、予約方法をわかりやすく
◎「ごみ出しサポート」実施してほしい
◎王寺町の子育て支援は、ありがたく思う
◎リーベルの避難所の機能について

今回は、一般会計の歳出のみの説明をさせていただき
ましたが、歳入・歳出併せて説明してほしい等、要望が
ありました。アンケート結果も併せて次回の議会報告
会に反映できるよう努めてまいります。また、議会報
告会の記録は王寺町ＨＰに掲載いたしますのでご覧く
ださい。
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■
令
和
元
年
５
月
17
日
発
行

議員12名の新たな顔ぶれ
①住所　②党派別　③当選回数　（敬称略・議席順）2019 年　令和元年 5月９日現在

①	 畠田５丁目1番 25号
②	 無所属
③	 2 回

①	 本町２丁目20 番２号
②	 無所属
③	 初

①	 畠田４丁目７番１９号
②	 無所属
③	 7回

①	 本町５丁目６番２８号
②	 公明党
③	 初

①	 明神２丁目16 番 10 号
②	 無所属
③	 5 回

①	 元町１丁目5番 52号
②	 無所属
③	 7回

①	 舟戸２丁目4番 2号
②	 日本共産党
③	 3 回

①	 久度４丁目4番 3号
②	 無所属
③	 5 回

①	 舟戸２丁目6番 8号
②	 日本共産党
③	 8 回

①	 畠田３丁目１０番２号
②	 無所属
③	 3 回

①	 本町５丁目10 番 17号
②	 無所属
③	 5 回

①	 久度 3丁目5番 3-201号
②	 無所属
③	 初

北村　達夫若林　 かずみ

中川　 義弘

坂下　早苗

沖　 優子

楠本　勝

小山　 郁子 松岡　 成行

幡野　美智子

大久保　一敏

鎌倉　 文枝

玉守　 数叔

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

６月	 6日（木）	9時30分	 議会運営委員会
	 	10時00分	 本会議（議事上程）
６月	 7日（金）	9時30分	 本会議（一般質問）
６月	10日（月）	9時30分	 総務文教常任委員会
６月	11日（火）	9時30分	 くらし環境常任委員会
６月	14日（金）	9時30分	 議会運営委員会
	 	10時10分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場して下さい。

随時入場できます。

場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付して下さい。
（開始５分前までに受付を済ませて下さい。）

６月定例会の日程（予定）

各委員会

本会議


